




























































































































   SVあり  SVなし
 学科 仏教学科 5.3%（  10） 8.3%（  13）
  史学科 4.7%（    9） 19.7%（  31）
  日文（国文）学科 11.6%（  22） 17.8%（  28）
  中国文学科 2.6%（    5） 2.5%（    4）
  英文学科 5.3%（  10） 8.9%（  14）
  教育学科 47.4%（  90） 14.6%（  23）
  生涯学習学科 13.7%（  26） 5.1%（    8）
  社会学科 3.2%（    6） 12.1%（  19）
  応用社会学科 5.3%（  10） 6.4%（  10）
  社会福祉学科 1.1%（    2） 3.8%（    6）
  その他 0.0%（    0） 0.6%（    1）
 回生 ３回生 26.8%（  51） 7.6%（  12）
  ４回生以上 73.2%（139） 92.4%（145）
 性別 男性 37.9%（  72） 39.4%（  61）
  女性 62.1%（118） 60.6%（  94）
 実習校種別 幼稚園 11.6%（  22） 3.8%（    6）
  小学校 28.9%（  55） 8.3%（  13）
  中学校 42.6%（  81） 36.9%（  58）
  高等学校 21.6%（  41） 54.1%（  85）
  養護学校 10.5%（  20） 4.5%（    7）
  　  計 54.6%（190） 45.4%（158）
表２　スクールボランティア経験の有無
 SV なし 45.4%（158）
 教育実習前のみ SV 18.7%（  65）
 教育実習前後に SV 30.2%（105）
 教育実習後のみ SV 5.7%（  20）
 計 100.0%（348）
※ SV= スクールボランティアの略



























※１ 前のみ　χ2=16.529, df=1, p<0.01　※２ 後のみ　χ2=5.494, df=1, p<0.05　※３ 後のみ　χ2=4.022, df=1, p<0.05
※４ 後のみ　χ2=5.325, df=2, p<0.1　　※５ 前のみ　χ2=8.624, df=2, p<0.05　※６ 後のみ　χ2=8.209, df=2, p<0.05
   なし 前のみ 後のみ
 性別 男性 39.1%（  61） 41.5%（27） 40.0%（  8）
  女性 60.9%（  95） 58.5%（38） 60.0%（12）
 回生 ３回生 8.2%（  13） 29.2%（19） 25.0%（  5）
  ４回生以上 91.8%（145） 70.8%（46） 75.0%（15）
 学級委員経験 あり 68.4%（108） 78.5%（51） 90.0%（18）
  なし 31.6%（  50） 21.5%（14） 10.0%（  2）
 教職志望度 教育実習前 57.6%（  91） 70.8%（46） 70.0%（14）
 （教師になりたい） 教育実習後 71.5%（113） 81.5%（53） 95.0%（19）























※７ 後のみ　χ２＝9.242, df ＝1, p<0.0　
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図３　教職イメージ





















※10 前のみ　χ２＝3.089, df ＝1, p<0.1
図４　理想の教師像
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※15 前のみ　χ２＝4.286, df ＝1, p<0.05　























※11 後のみ　χ２＝9.664, df ＝1, p<0.01　
※12 後のみ　χ２＝4.340, df ＝1, p<0.05　
※13 前のみ　χ２＝3.108, df ＝1, p<0.1　






















にしている。ここでは，「教師になろうという気持ち（Ｓ . Ｖなし：57.6％，実習後のみＳ . Ｖ


























※16 後のみ　χ２＝6.304,   df ＝2, p<0.05　
※17 前のみ　χ２＝12.245, df ＝2, p<0.05
※18 前のみ　χ２＝5.278,   df ＝2, p<0.　　
※19 前のみ　χ２＝5.443,   df ＝2, p<0.1
※20 前のみ　χ２＝6.151,   df ＝2, p<0.05













※21 前のみ　χ２＝4.779,   df ＝2, p<0.1　　
※22 前のみ　χ２＝5.935,   df ＝2, p<0.1　
※23 後のみ　χ２＝12.163, df ＝2, p<0.01　
※24 後のみ　χ２＝8.4352, df ＝2, p<0.05　
※25 後のみ　χ２＝7.552,   df ＝2, p<0.05
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りをしている（Ｓ . Ｖなし：67.7％，実習後のみＳ . Ｖあり：50.0％）」，「リーダーシップを発
揮している（Ｓ . Ｖなし：54.4％，実習後のみＳ . Ｖあり：45.0％）」，「同僚の信頼をえている




























   なし 前のみ 後のみ 前後
 採用試験 合格 5.4%（  3） 10.7%（  3） 9.1%（  1） 16.7%（  8）

































   なし 前のみ※26 後のみ※27 前後※28
 卒業後の進路 教師（講師）をする 11.8%（17） 34.8%（16） 40.0%（6） 39.7%（31）
  教師を目指す 38.9%（56） 30.4%（14） 40.0%（6） 39.7%（31）
  別の職業につく（未定） 49.3%（71） 34.8%（16） 20.0%（3） 20.5%（16）
※26　χ2=9.977, df=2, p<0.01　※27　χ2=12.879, df=2, p<0.01　※28　χ2=28.977, df=2, p<0.01
表６　性別・学級委員経験・教職志望度と採用試験合否の関係
   合格 不合格
 性別 男性 7.5%（  5） 92.5%（  62）
  女性 13.3%（10） 86.7%（  65）
 学級委員経験 あり 9.8%（11） 90.2%（101）
  なし 12.9%（  4） 87.1%（  27）
 教職志望度 教育実習前 98.3%（14） 79.7%（102）
 （教師になりたい） 教育実習後 100.0%（15） 89.1%（114）
  現在 100.0%（15） 79.7%（102）
  計 100.0%（15） 100.0%（128）
χ2検定の結果、有意差のある項目なし































高校上位 高校中位 高校下位 高校上位 高校中位 高校下位 高校上位 高校中位 高校下位
 30.8%（4） 46.2%（6） 23.1%（3） 50.0%（1） 0.0%（0） 50.0%（1） 0.0%（0） 0.0%（0） 0.0%（0）
 51.9%（40） 24.7%（19） 23.4%（18） 38.5%（15） 51.3%（20） 10.3%（4） 54.5%（6） 18.2%（2） 27.3%（3）





 教育実習の評価（自己評価） A評価（80点以上） 11.1%（7） 88.9%（56）
  B評価（70〜79点） 13.0%（6） 87.0%（40）
  C評価（60〜69点） 4.0%（1） 96.0%（24）
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表９　教員採用試験の合否を従属変数とした数量化Ⅱ類 η２＝0.567


















































































































 性別 男性 1   女性 2
  実習前後にわたって実施 3
 スクールボランティア経験 実習後のみ実施 2  実習前のみ実施 1
  スクールボランティアなし 0
  学校の中で長期にわたって実施 2
 スクールボランティアの期間・場所 その他の活動形態で実施 1
  スクールボランティアなし 0
  上位 3
 学業成績 中位 2
  下位 1
  どうしても教師になりたい 3
 教職志望度 できれば教師になりたい 2
  教師になれなくてもよい 1
 教師になろうという気持ち かなり強くなった 3 教員採用試験への意気込み 強くなった 2  変化しなかった 1
 教師という職業に対する見方 良い方向へ大きく変化した 3
 大学の講義をうける姿勢 どちらかといえば良い方向へ変化した 2
 理想の教師像 変化しなかった 1
  かなり自信がついた 3
 教師になる自信 自信がついた 2
  変化しなかった 1
  教科指導を重視す 3
 教科指導と教科外指導 どちらともいえない 2
  教科外指導を重視する 1
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師という職業に対するアスピレーションの継続性を担保したり，その後の進路に影響を与える
「効果」があるといえよう。
　さらに，こうした学生が実際に教壇にたった後，スクールボランティアの有無による違いが
あるか，例えば子どもからの評価，同僚からの評価，保護者からの評価はどうかといった点に
ついて，追跡調査をすることもスクールボランティアの「効果」を測定していく上で重要な課
題となると考える。
　また，スクールボランティアを，学生が行う体験的諸活動ととらえるならば，この他にもス
クールインターンシップなどがあげられる。本稿はインターンシップについては言及していな
いが，近年，教員養成のプロセスにスクールボランティアだけではなく，インターンシップ制
度を教員養成カリキュラムに位置付ける養成機関も増えてきている。岡野勉ら（2004）は，国
立の教員養成大学・学部における，４年次教育実習カリキュラムの編成動向をカリキュラム
の主旨，目的の点から分析しているが，それによれば，正規の教育実習終了後の実践的なカリ
キュラムは，「教師としての力量を総体として形成すること」と「特に研究力量に重点を置い
た形で教師としての力量形成を図ること」の大きくふたつの目的があり，それぞれの方向へ分
化する形で編成されているとしている。またその点でいえば，インターンシップは前者の目的
を有しており，スクールボランティアはその両方向の目的を有した活動という位置付けが可能
であると指摘している（12）。こうした指摘から，スクールボランティアとスクールインターン
シップも異なる活動であるととらえた上で，一部制度化された諸活動が，実践的教員養成にど
のように役立つのか，スクールボランティアとスクールインターンシップの両者の機能はどの
ような点において異なるのかついても，今後は分析の対象とし，言及してきたい（13）。
〔注〕
（１）藤枝静正　「教育実習学の基礎理論研究」　風間書房　2001　pp.178-189 
（２）今津孝次郎　学生の内的側面からみた教師養成過程　「三重大学教育学部研究紀要」　第29巻4号　
1978
（３）佐久間亜紀　教育実習の多様化−動向と課題　「東京学芸大学紀要」　第１部門54号　2003　p.49
（４）教育実習とスクールボランティアが本来異なるものであるという仮説を立てたプロセスについて
は，「原清治・芦原典子『実践的教員養成のあり方に関する研究』　佛教大学教育学部論集第16号，
2005」を参照
（５）原清治・芦原典子　実践的教員養成のあり方に関する研究　「教育学部論集」　佛教大学第16号，
2005
 芦原典子・原清治　スクールボランティアがもたらす教育的効果の研究　「佛教大学教育学部学会
紀要」　第４号，2005
（６）本研究が捉えているスクールボランティアは，「学生が自主的に行う教育活動」全般をさしており，
交通費や給食費が支給される活動や，サークルやゼミ単位で行う活動もその分析の対象としている。
また，児童館やスポーツ教室などその活動が学校内部にとどまらない活動についても同様である。
（７）藤原正光　教師志望動機と高校・大学生活〜教員採用試験合格者の場合〜　「文教大学教育学部紀
要」　第38集　2004　pp.75-76
（８）本研究は，最終的に合否を分岐する要因を明らかにすることを目的としているため，この場合の
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「合格」は，２次試験合格者，すなわち現役で採用が確定した学生のみを「合格」としており，１
次試験のみ合格した学生は「不合格」としている。
（９）藤原正光　教師志望動機と高校・大学生活〜教員採用試験合格者の場合〜　「文教大学教育学部紀
要」　第38集　2004　pp.77-78
（10）教育実習を軸としてどの時期にスクールボランティアをしたのかという図１の関係モデルの分類を
「スクールボランティア経験」として投入した。さらに，昨年度調査において明らかとなった，ス
クールボランティアの中でももっとも「効果」のみられた「スクールボランティアの期間・場所」
も変数として投入している。
（11）羽賀敏雄・吉崎聡子　教育実習を補完する体験的諸活動を経験した学生の成長　「弘前大学教育学
部紀要」　第92号　2004　p.179
（12）岡野勉・住野好久・濁川明男・林尚示　『国立の教員養成大学・学部における４年次教育実習カリ
キュラムの編成動向と課題』　新潟大学教育人間科学部紀要　第６巻第２号，2004　pp.412-413
（13）この点について，教師教育学会第15回研究大会における発表の際，各方面からのご示唆をいただい
た。その中で，今後，実践的教員養成は，教育実習などのフォーマルな部分に加えて，例えば塾の
講師や家庭教師などのインフォーマルな形で行われる教育活動も視野に入れて考える必要があると
いう議論があった。スクールボランティアやスクールインターンシップは実践的教員養成において，
両者の中間に位置するものとしてその機能と効果を測定し，そのあり方を考えていくこともできる
であろう。
〔参考文献〕
原清治・芦原典子　実践的教員養成のあり方に関する研究─スクールボランティアと教育実習の関係か
ら─　「教育学部論集」　佛教大学第16号，2005　
芦原典子・原清治　スクールボランティアがもたらす教育的効果の研究　「佛教大学教育学部学会紀要」　
第４号，2005
羽賀敏雄・吉崎聡子　教育実習を補完する体験的諸活動を経験した学生の成長　「弘前大学教育学部紀
要」　第92号，2004
高野和子　大学生の学校ボランティアをめぐる状況と課題　「教育」　55号　国土社，2005
藤原正光　教師志望動機と高校・大学生活〜教員採用試験合格者の場合〜　「文教大学教育学部紀要」　
第38集，2004　
藤枝静正　『教育実習学の基礎理論研究』　風間書房，2001
日本教師教育学会編『教師をめざす』学文社，2002
佐々木正道　編著『大学生とボランティアに関する実証的研究』ミネルヴァ書房，2003
〔付記〕
　 本研究は，「教育実習およびスクールボランティアに関する調査研究」（研究代表者：原清
治）として2003年より行っている研究の成果の一部であり，教師教育学会第15回研究大会
（2005.9.24，北海道教育大学釧路校）における発表をもとに加筆したものである。
　 なお本稿は，はじめに，１，５，６を原が，２，３，４を芦原が担当したが，その責任は両者が
等しく負うものである。
（はら　きよはる　教育学科）
（あしはら　のりこ　佛教大学非常勤講師）
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